Induction of the World Market concept into the Political Economy by 町田 実
1経済学における
　　世界市場概念の導入
町　　田 実
1．まえがき
2．経済学の範礒としての市場概念
3．地域的念概として抽象化された世界市場
4．具体的市場とLての世界市場
5．経済学の範礒としての性界市場
6．結　　　言
1．ま　え　が　き
　マルクスが経済学批判体系プラソの中に「世界市場と恐慌」を最終段階とし
て示唆してから・近くは・スターリソによってr一っの世界市場」の崩壌がい
われるまで・とくに経済学上からr世界市場」について問題が提起されることが
少なかった。レーニンにあっては，帝国主義論の中で，独占の形成と資本輸出
の必然性の問題に関連して，諸列強による世界の分割と再分割にっいて述べて
いるが，r世界市場」にっいては，とくに敢り上げてはいない。また，彼はr世
界経済」の用語は，しばLぱ使用しているけれども，諸国民経済の総括的な概
念として便宜的に利用しているにすぎたい。マルクスにおいてはr世界市場」
にっいて語るところはあっても，「世界経済」の用語は見当らない。しかも「世
界市場」については「資本論」の中ぱかりでなく，広くこれを使っており，と
くに経済学批判体系のプランとして意識的に「世界市場」を恐慌と結びっけて
いるところや・r資本論」第3巻第6章の信用業と世界市場にっいてふれてい
るところなど・明白にマルクスがr経済学上」の問題として別途に研究を意図
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していたと思われるふしがある。ω
　最近また「世界市場」あるいは「世界経済」という用語を，しぱしぱ見受け
るようになった。交通，運輸，通唇機関の発達の結果，市場関係が敏遠；こなり・
地理的にも相対的に狭小となったためであろう。事実，経済的諸関係も世界的
に遠近の差を小さくしていることは事実である。ところで，用語の氾濫は概念
の混乱をひきおこす。r世界市場」もr世界経済」もr国際経済」も　r国際市
場」も皆な同義語として同居している感がある。科学的用語としては整理の必
要があるのではないか。
　マルクスにおいてさえも，r世界市場」の用語が一定しているとは限らない
ように思われるので，文献解釈をも含めて間題は複雑である。しかし，要は，
マルクス的段階にこだわることなく，現実の問題としての必要から，経済学上
の用語として位置ずけることができるとすれば・どう考えらるべきかというこ
とであり，少しく問題を整理しておくこともあながち無用のこととも思われな
いのであるo
注（1）マルクスの言葉はこうである。
　　　rわれわれが本章で研究する諸現象は，充分に展開するためにぼ・信用業と世界市
　　揚一これは総じて資本制的生産様式の基礎および生活圏をなす一での競争とを
　　前提とする。だが，資本制的生産のこうした具体的諸形態は・資本の一般的本性を
　　把握Lた後にのみ，包括的に叙述されうる。のみならず・これらの形態の叙述は・
　　われわれの著作の計画外に横たわるのであって，その続きでも書かれる場合の仕事
　　であるぺ一・」）r資本論」青木版第3部上181頁）
　　　商未幸二郎氏はr世界市場と佳慌」に関してrマルクスが恐濫やそれに関遠する
　　譜現象を論ずるためには信用制度と麓争とを前提とするとしぱしばいっている場合，
　　それらの言葉は世界市場におげるそのもっとも現実的具体的な意味におげる概念と
　　して捷用されていたと解することができるoだが，この現実的具体的な概念という
　　意味は，またもっとも全体的包括的な概念という意味をもつことはいうまでもな
　　い。」としているo（商木幸二郎「恐慌論体系序説」79頁）
　　　なお，世界市場と信用制度との関連についてふれたマルクスの言葉を附け加えて
　　おこう。r……したがって，信用制度ぱ，生産諸カの物質的発展を世界市揚の創出
　　とを促進するが，新たな生産形態の物質的基礎としでのこれらのものをある程度の
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高さにまで作り上げることは，資本制的生産様式の歴史的任務である。同時に信用
は，この矛層の暴力的爆発たる恐慌を，Lたがってまた旧生産様式の解体の諸要素
を促進するo」（r資本論」青木版第3部上127頁）
2．経済学の範曙としての市場概念
　市場はたしかに地域的概念として発生し，発展したものであろう。しかし，
経済学上の概念としてみるとぎ，それは地域的概念とははなれて，抽象的で経
済学的な思考と深く関連し合っていることがわかる。市場概念の発達と経済学
の誕生とは密接に関連している。市場が組織的にも複雑化L，取引形態が多様
化し，地域的にも拡大した関係として見られるようになると，かなり抽象的な
概念を含むものとたり，そこに経済学的思考が登場する。いうまでもなく，そ
こには，杜会的分業の発達が前提となっていなげれぼならないし，生産物の商
品化が促進される条件がなければならないであろり1〕
　ところで一般に市場概念は，三っの範醇にわげることができる。（1）販売条件
を含む口頭あるいは文書による契約を意味す乱（2）取引・商談の行われる場
所。ここでは市場はまだ地理的概念を帯びている。（3）需要と供給の総体一一
定の地域におげる消費の総体を意味する。これらの範蒔は，（1）は法学的たもの，
（2）は地理学的なもの，（3）は経済学的注ものと見ることもできよう。もちろん，
これらの概念が相互に関違し合っているが故に，市場間題を複雑にLていると
いえるのであるが，そのことは各種市場にっいての呼称にっいてみることによ
って一層理解を深めることができると思うので，二，三の例をあげてみよう。
各種商品取引所に代表される商品市場や，株式や公杜債の証券市場は，具体的
市場とはいっても，かなり抽象的性格をおびたものであり，不動産市場，金融
市場といった概念も同様である。自由市場と対照した闇市場は具体的性格とと
もに抽象的な性格を多分に有している市場といえよう。労働の需絵にっいてい
われる労働市場の如きは，すでに抽象的市場であり，必らずしも場所を意味し
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てはい榊・，さらに，売買敢引に関連して，売手市場，買手市場といった表現
や，また現物市場，先物敢引市場といった表現は，すでに，敢引契約に関違し
た経済学的用語といえよ㌦
　国内市場，国民的市場，海外市場，国際市場，共同市場，世界市場といった
用語になると地域的概念を含むとはいっても，むしろそれは，一定の地域にお
ける需給の総体，あるいは消費の総体を意味し，抽象化した市場とみることが
できる。
　具体的市場がいかにして抽象的市場に転化し，経済学の範曝となるのであろ
うか。その背景には，杜会的分業と各種の商品生産部門の発達により，市場の
専門化と商品供給の豊富化，需要の増加，回転速度の敏遼化といった事態の醸
成されていく過程が進行し，商品価格の単一化，平準化がみられよう。やがて，
価格は遡こ市場の一定の調整的役割を果すにいたる。そこに抽象的ではあるが
市場の法学的，地理学的，経済学的要素を含む三位一体の概念が完成する。い
わぱこうした事態を背景として経済学が誕生したと考えられる。古輿派経済学
にとって，価格を中心とする市場の運動がその体系化の基礎をなしていたし，
自由放任の経済理論というとき，それは，市場を経済制度の平衡輪とすること
を意味していたのであ乱
　しかし，市場の概念が経済学的な範醇として組み入れられるということは，
単にこのような古典派的改意味で抽象化され，純化されるというだげのことで
あろうか。次に，マルクス理論の中では，どのような地位を占めたか，にっい
てみよう。
　マルクスにとって，市場は，売手と買手が相対時し，取引の行われる場であ
った。マルクスはい㌦r賛本家と労働老は市場において・買手，すなわち貨
幣，売手，すなわち商品とLてのみ相対立するのであるが，この関係は，その
取引の独特の内容にょって最初から独特の色づげをされている。」1到と。すなわ
ち，売手と買手は単なる商品の売手買手ではなく，やがて，労働市場において
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は，労働そのものの売手，買手として相対することとなるわけである。しかし，
マルクスは市場そのものと市場諸関係とを明白に区別していた。たとえぼ，次
の引用からも容易に理解されよう。「商品の価値が費用価格をこえる超遇分は
直接的生産過程で生ずるとはいえ流通過程で始めて実現されるのであり，また
この超過分が実現されるか否か，またどの程度実現されるかは，現実には，競
争の内部・現実の市場では，市場諸関係に依存するのであるから，右の超過分
は流通過程から生ずるかのような仮象がますます容易に生ずる」1割
　マルクスにとって市場は，単なる商品の需給が斉合する場であったり，ある
地域の消費の総体といった概念で片ずげることの出来るようなものではなく，
その背景に労資の相対時する姿を洞察していたのである。したがって単に価格
現象の分析によっては，その本質に迫ることは困難であるとしたのは当然であ
る。価値論の体系をうちたてるにいたったことの背景をそこに見ることが出来
る。価格現象はいわば，競争酌市場における市場的諸関係によって成立するの
であって，そこに，歴史的条件の下での資本主義的生産諸関係が集約的表現を
みるのであるo
　マルクスは，r市場一それは経済学で初めは抽象的規定として現われるが
一は，全体としてのもろもろの姿態をとっている」｛4〕といい，具体的姿態を
とった諸市場にふれているのであるが，マルクスのいう抽象的規定が，純粋に
無性格な概念を意味しないことはいうまでもたく・現実には・具体的姿態をと
った諾市場が，その内実をたしているとみるべきであろう。したがって，市場
は，生産から消費までの全過程を内包し，これらを総括Lてあらわれる概念と
考えなげれぱならない。㈲経済学上，ややもすれぼ，価格現象にとらわれるあ
まり，市場を単に需給斉合の場として片ずけることには疑問があろう。一
注（1〕具俸的市場の形成と発展の遇程については，中世的た定期市にみられるような多
　　様な商晶種類から恋る市揚から，やがて現代的な専門化した敢引所の成立一商品
　　取引所から株式取引所にいたるまで一にいたる変化の態様をみることが必要であ
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　ろう。われわれはその中にすでに抽象化への契機を見出すo見本市の中にも不完全
　ながら摘象化された取引形態をみることができるし，先物敢引の登場で具体的な商
　品は姿を消し．株式敢引所の出現は，敢引の規貝口性と代替栓によって市場の抽象化
　を一層おし進めたものとみることができようo資本市場（金融市場・貨幣市場）と
　か為替市場の出現は本莱的な具体的市揚の概念からは程遠いものということができ
　よう。ごのような抽象化はマルクスのいう抽象規定とは必らずしも一致しないが，
　具体的市場の抽象的市場への転化の歴史的遇程としてこれを認めることは経済学的
　分析の発展過程と関連して注目さるぺきであろうo
（2〕マルクスr直接的生産過程の諸結果」研進杜版94頁，岩波文庫本r資本論網要」
　176頁o
（3〕「資本論」青木版第3部上94頁o
（4〕K．Marx；Grmdrisse，S．191．高木幸二邸訳大月版］I201～203頁。
　　マルクスは、この文章の中で続いて金融市揚をあげ，ついで具体的市場が生産物
　市場と原料生産物市場に大別されるとLて，各種商品市場を素描し，最後に「市場
　の摘象的範醇をどの個所に入れなければならないかは，いずれわかるであろう。」
　と結んでいる。高木幸二郎氏は，金融市場の抽象的規定はr信用」とr株式資本」
　で扱うことができるので，r資本論」では，r金融市場」の項目は放棄されたとし，
　市揚の「抽象的規定」は生産物市場に関しては，その基本的な部分を「資本論」第
　2巻第3篇に組み込まれたとみることができると説明されている。そして・さらに
　　「市場の具体的な姿態と，Lたがってその動態等に関しては世界市場論の対象とな
　ることの確認に由ると見る外在い」（高木幸二郎r恐慌論体系序説」（63～64頁））。
　とつげ加えているoたLかに，文脈からいって記述の最後の一句は，「市場一そ
　れは経済学で初めは抽象的規定として現われる一一・・」という言句に対応するも
　のであろうから，高木氏の指摘するように当時のマルクスにおいては，その論理体
　系上の地位としては明確でなかったことを表わしていることになろ㌔
（5）新野幸次邸氏はr現代市場構造の理論」の中でr資本主義のもとにおげる市場構
　造の変化について，最初に注目したのはマルクスであった」とLて，資本論の一旬
　を引用し，それは次の三点を強調したものと指摘しているo（新野幸次郎r現代市
　場構造の理論」32頁）
　　1．企業間競争と集中との古典的メカニズムの想定
　　2．資本主義的生産様式の発展にともなう小規模企業の生存の可能性
　　3．競争の激Lさ
　われわれが本稿で行っている市場の規定は必らずしもマルクスをこのような形に局
　隈して肯定することを意味Lていないo
73．地域的概念として抽象化された世界市場
　本来，市場は，地理上の場所，地域を意味していた。リヅトレの辞書によれ
ぼ，r市場」という言葉にはいろいろな意味があるが，それは，次の四つにわ
けられるとい㌔すなわち，（1）一定の場所におげる物の売買・（2）かくして，売
られる物を売買する人たちの結合，（3）あらゆる種類の産物を販売する公の場所，
（4）さらにこれを拡張して，諸外国との商業取引を行う都市や国でさえも市場と
呼ぱれる。
　このうち（4）の概念は，たとえば「世界市場としてのアンヴェルス」などとい
われるように，広い地域関係を内包するもので，その意味するところは，その
地域におげる需給の総体とその市場をめぐる諸関係をさすものと考えられる。
　市場は，歴史的には具体的市場から抽象化の過程を経てきたものとみること
ができるのであるカミ，はじめは各地から集りやすい広場に出来た市場とか，費
用の観点から，国境や河川港，山あいラ峠などに出来た市場とか，政治的，経
済的環箆において好ましい場所に出来た市場など，いろいろ性格はあるにせよ，
交通機関の発達，政治的，経済的環窺の整備によって，それが特定の小地域に
隈られることなく，また取引技術の発達を促すことによって，都市と都市間，
都市と農村聞の経済関係を包括し，複合化した市場諸関係を形成すると，やが
てそれは一っの市場圏として理解され，国民国家の登場する段階では，すでに
国民的布場を形成Lたとみることができる。ω国民的市場というときそれはす
でに高度に抽象化された経済学的概念であることはいうまでもない。国民的市
場は国民的圏家の形成と切りはなすことはできないが，それは国家的範囲にお
げる市場の複合体と考えられ乱
　国民的市場を内実とする有機的経済構造は国民経済という概念を構成する。
国民経済は国家をその権力機溝としてもっ統一的な価値体系である。こうした
特定の国民経済の形成は，同時にその外たる国家と国民経済を予想するもので
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あろう。たとえ，それが同時的に出現するとは隈らないとしても。
　複数国家の出現と，その国内市場形成の遇程ぱ，相互に関連し合っていると
見られ乱具体的な意味での世界市場は，この相互の結節点にあらわれている
のであって，諾国内市場は世界市場を制約しっっ制約されている。しかし，世
界市場の概念は，国内市場を超えたところにあらわれた国内市場のより発展し
た概念として見ることもできる。だが，現実的には，世界市場は国家を媒介と
して国内市場を含むものとして形成される。
　このように，世界市場は，地域的市場のもっとも発展した段階の概念なので
あるが，その内包するものは，国家を媒介とする諸国民経済の内的構成として
の国内市場であり，国内市場にとって世界市場は外たるものであると同時にそ
の構成部分をなしているのである。資本主義杜会では，ブルジョァ杜会の総括
としての国家は，互に相対時しあいながら外国貿易を通じて互に統一ある単一
の世界市場を作りあげているのである。＝2〕
　地域的概念として世市界場は，具体的にはある種の世界的商品の集積地であ
り，その取引関係であるとしても，抽象的には諾国内市場を背景とする国家間
の市場関係の総体であるといえよう。世界市場は資本主義の発展の前提である
とともに結果であるともいわれている。たとえぼ，よく引用されるマルクスの
言葉はこうである。「世界市場そのものは，資本主義的生産様式の基礎を形成
する。他面たえずより大き派規模で生産しようとする資本主義的生産様式の内
在的必然性は世界市場をたえず拡張しようとするのであり，したがって，この
場合には商業は産業をでなく，産業が商業をたえず変革する。」値〕というのであ
るが，前者は，国内市場の外なる市場であり，そこでの需要構造の変化を意味
するのであろう。後者において，世界市場は，資本主義と密接な切りはなし難
い関連性においてとらえられることとなる。資本主義の発展は，諸国民の経済
構造を不均等にそして異質的に発展することを余礒なくさせるとともに，その
反面，世界市場を通じて相互に補完しあうことによって常に国内市場の平準化
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作用を助げている。資本主義の本来的にもっ麓争的諾条件を国内市場において
成熟させていく過程こそは，まさに世界市場を完成する遇程ともなったのであ
る。かくして，地域的概念ではあるが，これを趨えて描象化した世界市場が成
立するわけである。ω
注（1〕犬塚久雄氏は封建制から資本主義への移行についての説明で「局地的市揚圏→地
　　域的市場圏→統一的国内市揚」という系列で発展する国民経済の形成について歴史
　　的実証的に分析している。（r西洋経済吏講座」第2部35頁）レーニンは国内市場発
　　展の契機とLて，杜会的分業の発展，労働カの商晶への転化，生産手段の生産とい
　　う三点から統一的に把握すべきことを指摘している。（レーニン全集第3巻rロシ
　　アにおける資本主義の発展」47頁o
　（2〕拙著「世界市場論序説」23頁o
　（3〕　r資本論」青未版第3部上473頁。
　（4〕マルクスはr資本論」の中で，しばLぱ世界市場について語っているが，その概
　　念は必らずしも一賛しているとはいい難いふしがあるoたとえぱ資本の回転と流通
　　期間について述べたところでr一方では，資本主義的生産の進歩とともに，運輸交
　　通機関の発達が与えられた商品分量の流通期間を短縮するとすれば，この進歩と運
　　輸交通機関の発逢によって与えられた可能佳とは，一逆にますますヨリ遠隔な市
　　場を，一言でいえぱ世界市場を目指して仕事をする必要を生ぜLめる」（r資本論」
　　青木版第2都324頁）といっているが，ここではr世界市場」は単に遠隔地の布場
　　を意味しているにすぎないoしかし，マルクスはグル：ノトリッセの中では「さて市
　　場が金体として内国市場と外国市場とにわかたれるように，国内市場そのものが・
　　また内国様式，内国債等の市場と，外国債，外国株式響の市場にわかたれる。しか
　　し，元来，このような展開ぽ，世界市場に属することであって・世界市揚は・いっ
　　さいの自分の外に存在する外国市揚との関連での国内市場であるばかりで孜く，同
　　時にまた再び内国市揚の構戒部分とLてのいっさいの外国市場の内部市場である。
　　　・・」（Grundrisse，S．191．訳本II201頁）と説明しているo
4．具体的市場としての世界市場
　歴史的にみると古くから諸民族・国家の間に行われた取引は翻多品を中心と
するものであったが，若干の薬種類，原料品，穀物類等についてもひろく大量
に敢引されていた。それらの生産物のあるものは，中世になると定期市や主要
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貿易港に集積し，敢引の便がはかられるようになった。生産部門の発達にっれ
て，これらは分化して各種の市場を形成していったのである。しかし，それが
巨大なグループに発達して世界市場を形成するにいたっても，敢扱う商品の種
類と数量は国民的市場に及ばないのが普通である。なぜたら，大部分の商品は，
国際的こは取引されないで，国内消費にあてられているからである。輸送上の
危険と負担の関係からいってもそうなるのは当然であろう。また，すべての商
晶が世界各国の消費に向くとは隈らないからである。したがって，一般的にい
えることは，世界市場に適しているのは，需要と供給が国際性をもっていて，
大量；こ生産される商品ということになろう。
　このように具体的には世界市場は，国内市場からはみ出した部分から形成さ
れ，その生活を開始した。そして，それは歴史を溺れば潮るほど，生産者とは
別個の存在となり，偶然的要素に左右される単なる交易と化する。世界市場が
その臭体佳をもって姿を現わすのは，資本主義の誕生と関運するものであった
ことは，すでにみてきた通りであ乱
　さて，マルクスのぼあいも，世界市場は具体的市場としてまず敢上げられて
いるとみることが出来るのであるが，具体的には，前に引用したグルソトリッ
セの同じ個所でマルクスがあげているところを参照することからはじめるべき
であろう。少し長いが次に引用しよう。
　r一国内の一主要地点への金融市場の集積が行われる一方では，その他の諸
　市場は，分業に応じてますます分割されていく，もっともこのぱあいにも，
　もし首都が同時に輸出港であれぱ・そこへの大きな集積が行われ乱一金
　融市場とは区別された諸市場は，たによりもまず，生産物と生産部門がそれ
　であるのと同様に種々さまざまであり，同じく種々さまざまた市場を形成す
　る。これら種々の生産物の主要諾市場は，輸出の関係でか，またはそれ自身
　ある一定の生産の中心，ないしはこうした中心の直接の輸送地点であること
　のためと主要市場となっているような，中心点で形成される。しかしながら，
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　これらの諸市場は，たんなる多様性から，さらに多かれ少なかれ有機的な種
　別化にすすみ，大きなグループとなるが，その大きなグループは・資本自体
　の基本要素にしたがって必然的に，生産物市場と原料生産物市場とにわかれ
　る」ωと。
　マルクスは，具体的にこれらの構成について述べた上で・実際に世界市場を
形成する分野は若干の商品に隈定されることを附記している。すなわち「実際
に，大市場を形成しているのは，小売商業とはちがって，消費用の大量的生産
物か一経済的に重要なのは，ただ，穀物市場，茶市場，砂糖市場，コーヒー
市場（ある程度は，ぶどう酒市場と酒精市場一般）一または工業用原料とな
る生産物か一羊毛市場，生糸市場，木材市揚，金属市場等一だけである」三2〕
と。
　さて，世界市場で取扱われるこれらの原料品や食料品，は主として正確に格
付できるものは，商品取引所を通じ，その品質が現場でバイヤーたちによって
確認できるものは，セリ市で売買されることとなる。こうした取引所やセリ市
の場所は，一般に生産地や消費中心地に近いところに定められたのであるが，
一旦設立されると，その移転は困難となる。ということは，こうした市場が出
来ると必ずこの周辺に関係の各種機関が設立され，市場の運営がこれらの機関
に依存することになるからである。
　こうした具体的市場として展開された世界市場が，各国内市場との関連にお
いて，その組織，制度，機能といった側面から分析の対象となることはいうま
でもないが，ただ，その分析が現象的側面に限定するのであれば杜会経済学的
研究としては十分とはいい難いであろう。理論的研究としては，市場構造と市
場メカニズムといった抽象的段階での分析に進むべきものと思われる。
　しかし，現象的に具体的市場を間題にするという場合，個別企業の立場から
接近することも可能であろう。それは世界市場において・実際に貿易活動を展
開している個別企業の運営という立場からである。云いかえれぱ，広い意味で
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のマーケティソグの閲題として，取上げることができるということである。こ
の意味におげるマーケティソグは原始杜会や古代杜会の市場関係においても存
在していたといえよう。なぜなら，それは私的所有の発生に溺るからである。
その段階でも，市場をめぐるマーケティソグ活動にとっては，契約自由と所有
権が保証されねぱならなかった筈である。しかし，たとえ世界的規模での市場
としてのマーケティソグ活動であったとしても，こうした古い時代の貿易活動
は貧弱たものだったから，発達した現代のマーケティソグ活動と比較すること
はできない。産薬革命の展開によって各国，各地域の商品生産が活発化し，市
場関係も複雑化してくると同時に，マーケティング活動も組織化され制度化さ
れる必要があった。交通運輸機関と通信機関の発達は，国民的市場の範囲内で
は，これをある程度解決Lてきたように思われる。Lかし，あくまでここでい
う解決は世界市場の本質的問題に関したこととはいい難い。
　資本主義経済の発展によって，世界市場の性格が競争市場から独占市場；こ転
化すると一もちろん，個々には麓争市場の要素は残存しているが一世界市
場は，独占的企業の手になる商品の堆塙と化しその結果として進んだ諸国の
独占的企業ほど，現代マーケティソグ技術の研究にますます専念し，世界的規
模でのマーケティング活動を不可欠にしてきていることは周知のとおりであ
る。こうした側面から，世界市場が，最近多くの関心を集めてきていることは
当然といわねぱならない。
　ここでマーケティソグの対象としての具体的世界市場にっいてのべたが，も
ちろんそれが杜会経済学的な接近法を不要としていることを意味したい。われ
われは，具体的世界市場の制度的，組織的側面をさらに検討Lっっ，そのメカ
ニズムの分析を通じて，杜会経済学的にその背後にあるもの，資本主義的世界
市場の内実にせまるべきであろうと思う。
注（1〕K　Marx；Grmdrisse，S．191－192．高木訳工［202～203頁
　　　マルクスによる市場の分類について次にあげておこうo
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I　生産物市場一
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一さまざまに細別される穀物市湯。一たとえぱ，種子市場一米，
　　サゴ，馬鈴募等。
一植民地生産物の市場。一二』ヒー，茶，カカオ，砂糖，香料
　　（胡淑，タバコ，肉桂等々）o
一果実（市場）。巴旦杏，いちじく，乾ぶどう，オレンジ，　レモ
　　ン等、糖蜜（生産用等）。
一食料品（市場）o一ハター，チース，へ一コン，ハム，ラード，
　　豚肉，牛肉，魚讐o
一酒精飲料（市場）。一ぶとう酒，ラム酒，ヒール等。
皿原料生産物r機鯉紫瓢＝熟さ麻’綿花’生糸’羊毛’原皮・
　　市場一L化学工業の原料。一カリ塩，硝石，テルペンチン，硝酸ソーダ
　　　　　　　　　等。
皿同時に擁r‡簑1鴛ぶ鳶：㌶墓。
　　用具で麦r＿補嚇生産手段と原料
　　ある原料［薬晶と染料＿えんじ紅，インデイゴ，タ、ノレ，獣脂，油類，
石炭等o
（2〕　ibid．，
5．経済学の範嬢としての世界市場
　世界市場が単なる地域的概念ではなく，また具体的市場としての対象を超え
たものがあるとすれぼ，それは抽象化した概念として，その構造の本質に迫る
ものでなげれぱならたい。経済学上からみた市場一般が，単に抽象化された需
給斉合の場を意味するのでは愈く，資本主義的経済の基礎構造としての資本と
労働の楯互に関係しあう場であることは，まえにもふれた通りであるが，その
故にこそ，資本主義的経済分析の出発点としての商品分析にとって，まず価値
論が重要な位置を占めたのであった。資本主義的国家一フルソヨァ杜会の総
括としての国家を媒介とLて，具体的には，外国貿易を通じて，ブルジ亘ア的
特質のゆえに互に対時しあいながら統一ある単一市場として形成された資本主
義的世界市場においては，それが内包する国内市場との関連において，その起
動力としての資本の運動法貝oが貫かれると見ることができ乱
　この点，筆者はまえに次のように述べたことがある。
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　　r……世界市場は本来，資本主義そのものの本質に根ざしており，資本主義
　が国内市場の自らなる発展の上に外国貿易を必然化することは，世界市場の
　構造を生い立ちにおいて説明することになる。国内市場は国家を媒介とする
　限りにおいて外国市場と敵対関係にあるのであるが，世界市場は，これらす
　べての関係を包括するものとして，外国貿易を通じて資本主義諸国を相互に
　媒介し，相互補完の役割をも果している。資本主義にとって商品生産は，っ
　ねにこのような関係を内包しているのである。
　　このように，世界市場は国内市場と異質的なものでありながら，これを内
　包しているといわれるが，それは，ブルジョア杜会の総括としての国家を媒
　介として，具体的には，外国貿易を通じて，ブルジ亘ア的特質のゆえに互に
　対時しあいたがら統一ある単一市場としてあらわれるということである。こ
　こに剰余価値の法則の世界市場におけるあらわれをみるのであって，決して
　偶然的な関係ではない・ここに資本の本来的な性格と運動法則をみたけれぱ
　ならなし・o」ωとo
　ここで間わるべきは，資本主義的経済分析の出発点として価値論が位置ずげ
られるとすれぱ，資本主義的世界市場の抽象化の基礎にっいても同じく価値論
が存在しなけれぼたらないかということである。
　すでに述べてきたように，世界市場は，まず具体的市場としてあらわれ，現
実的には具体的た国家をその媒介項として存在している。背景にある国家は，
いかに抽象化しても，それぞれのもつ国家的特質をも捨象することはできな
い。もしも，これら国家がその国境を撤廃すれば，そのときは，世界市場は，
単なる国内市場の延長でしかたいし，単なる地域的概念にすぎず，無性格な抽
象化が可能であろう。しかし，現実的に世界市場を取上げるときは，あくまで，
具体的歴史的条件のもとで存在する世界市場をその具体性において問題としつ
つ，各国民市場との関係においてダイナミヅクにとらえるほかはたいであろ
う。この意味においては，世界市場を無性格に抽象化して把え，その基礎に価
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値論をすえなけれぱなら危いかどうか疑問とされよう。だからといって，世界
市場が具体的性格を完全に捨象することは困難だとしても，その本質規定とし
て資本主義的世界市場という性格規定がなさるべきとすれぱ，資本主義の杜会
経済構造が本来的にもっ価値規定をまぬがれることはできないであろう。それ
はあたかも，古輿派経済学なり，マルクス経済学が，その杜会経済学的分析に
あたって，18，9世紀におけるイギリス資本主義の体系と現実という具体的諸
事実の観察から出発し，これを抽象化し，一般化することによって理論的体系
化をはかるにいたったことと対比されよ㌔世界市場はそもそも・イギリス資
本主義の発展の上にイギリス的世界市場として形成され，やがてはアメリカ的
世界市場に移行するにいたったのであって，その経緯をみれば，理論的分析の
ためには，どのような共通の事実を世界市場の中から対象とLてこれを抽象化
し，そこに包括的な間題を見出すことができるか，ということにたろう。
　資本主義的世界市場は，それが資本主義の発展を基礎とするものである隈り
において，資本と労働を構成体とする組織であり，国家を最高の機関とする各
種機構から成るものといえよう。それは，具体的な世界市場商品によって形成
された市場と市場諾関係からなるものとみなければならないからである。‘2〕こ
うLた世界市場ならびに世界市場諸関係の分析は，単たる組織，機構，形態と
いった現象的分析におわるわげではなく，当然その抽象段階の理論的分析を含
むものと思われる。
　われわれが，世界市場を有機的構成体として，具体的には各種世界商品市場
を含む市場諸関係として把握し，現実榊こはアメリカ的世界市場として総括さ
れうるものとすれぼ，一もちろん，われわれは，杜会主義的世界市場を別個
に措定している一世界市場の経済理論的把握は・アメリカ的世界市場に伏在
する諾矛盾を易u挟し，そのもっメカニズムを明らかにしうるのでたげれぼなら
ない。
　LかL，そのためには，世界市場の構造的分析とともに，その市場諸関係を
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値論をすえ含む機能的側面としての金融市場あるいは資本市場の側面を無視L
ては茂らず，これを統一的に把握することが必要であろう。金融市場は，銀行
資本あるいは株式資本の市場として，また国家資金として具体的世界市場の活
動の源泉となり，あるいは，国家政策の尖兵となっている。｛割それはある意味
では抽象的であるけれども，また具体的には・世界市場の組織・機構としても
重要な役割を果している。
注（1〕拙著「世界市揚論序説」多磨書店71～72頁o
　（2）同ニヒ73頁o
　（3〕マルクスにおいては，金融市場が抽象的規定としてではたく具体的姿態をなすも
　　のとLて言及されていることは，さきにグルントリッセの一文でふれた通りであ
　　る。
6．結　　　言
　世界市場概念を抽象規定として経済学の対象に導入するといっても無媒介的
になLうるわげではたく，すでに多くの論老によってもふれられているように，
「世界貨幣」との論理的関連性なり，具体的には国際通貨，国際金融市場との有
機的な関連性にっいてさらに詳しく述べなげれぼならないであろう一国内市
場において金が一般的等価物として定着し，金本位制をつくり上げていった歴
史は決して古い話ではないが，それは同時に世界市場においてそれが「世界貨
幣」として登場した歴史と関連しているのである。世界貨幣としての金は，国
内貨幣と変らたいとLても，世界市場において普遍的な価値尺度としての役割
を果している。たとえそれがドルの衣をまとおうが，S　DRといった姿に変形
しようと本質的には変らないであろう。本論ではこの間題に深入りするだげの
紙数がないし，また改めて論ぜらるべきものと思われるので，擢筆するが，こ
の点を無視Lて世界市場概念の抽象化はありえないことを指摘しておきたい。
注（1〕拙著「微界市場論序説」20頁～，沫下悦二「資本主義と外国貿易」183頁～，高
　　木幸二郎r恐慌論体系序説」83頁～。
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